



Through the observation of Eurhythmics activities in Inclusive Early 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヤ ー の 間 に 立 つ。
踊っているフリをし
ながら、横移動し、
A男の視界を遮る。
（音楽）止まる 直立して停止する。 突如違う方向（講師
の荷物とカメラのあ
る方向）へ走り出す。
クラス全体を見てい
る。
すぐに子どもたちの
輪から離れ、Ａ男の
背中に触れて、みん
なの方へ戻す。
（音楽）植物が育つ
A男の顔を笑顔で見
ながら、だんだん立
つ。　
先ほどと、同じ音楽
のため、最後にス
カーフを投げて取る
ことがわかってお
り、ワクワクしてい
る様子。
すたすたと講師のも
とへ歩いてきて、ぴ
たりと隣に座る。膝
を曲げて立つことが
できず、まず両手を
床に付けて、お尻を
上げてから立つ。
タイミング良く投げ
て取ることができ、
満足している様子。
直前の呼吸が音楽に
合わず、投げるタイ
ミングが合わない。
ＣＤの音楽を停止す
る。
10:43 お片付け 床にスカーフを広げ
てたたみ始める。薄
くて大きめの布地な
ので、きれいに広げ
るのが難しい。
スカーフをかぶっ
て、保育者 b のもと
へ行く。
たたんだスカーフを
片づける袋を出し準
備する。
A男のスカーフを受
け取り、たたみ始め
る。
（次の活動へ） たたみ終わった子ど
もから、保育者 a の
持つ袋へ入れてい
く。
近くのビデオカメラ
に気付き、笑顔で指
を差し、ポーズをと
る。
袋の口を開き、子ど
もたちが片づけに来
るのを待つ。
A男の両肩を後ろか
ら持ち、汽車ごっこ
のような動きで、カ
メラから離す。
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に合わず、音楽にタイミングを合わせて投げる
ことができなかった。投げる際には、他の子ど
もたちと似たような動きをするものの、気に
入っているスカーフから手を離すことができ
ず、振り上げるような動作をするのみであった。
上に投げたスカーフをキャッチせずに床につく
まで見守る行為は、健常児であっても忍耐力を
必要とするだろう。４歳児にとって少々難しい
動きをする際には、周りの子どもたちと同調せ
ず、一人の世界を楽しんでいるようであった。
このように、周りの子どもたちとリトミック
活動を共有する時間と、周りに同調せず個人の
世界を楽しむ時間を常に往復している様子が見
られたが、Ａ男の表情からはクラス全体の楽し
そうな様子を感じていたものと思われる。
更に、講師である筆者が近づくと、とても嬉
しそうな表情をしていたことから、Ａ男はリト
ミックの活動が好きであると推測することがで
きる。
(2)　保育者の動きと援助に関する考察
A男と保育者の動きを丁寧に追ってみると、
保育者がその場の判断で臨機応変に動いている
ことがわかった。ここは通常の保育園であり、
また、観察したものがリトミックのレッスンで
あるため、他の子どもたちを育成することも重
要である。保育者はA男が過ごしやすいよう
にするだけでなく、他の子どもたちの集中の邪
魔をしないように、みんながA男を気にする
ことなく伸び伸びと活動できるように、そして
A男だけでなく、みんなのことも見ている、気
にしているのだということがわかるように細心
の注意を払って動いていた。
まず、クラス全体を担当する保育者 aは、子
どもたちの前ではなく横に立ち、子どもたちと
活動を楽しみにする気持ちを共有していた。ま
た、主にＡ男を担当する保育者bは、椅子に座っ
ているＡ男の横で同じ高さになるようにしゃが
み、一番後ろの端で、クラス全体も見えるよう
に位置していた。
次に、スカーフを持って動く際には、保育者
の一人はスカーフを持って子どもたちと一緒に
移動し、もう一人はスカーフを持たずに、大き
な声で歌いながら動き、臨機応変に対応できる
体制を作っていた。CD プレイヤーに興味を
持ったA男が、もし音楽を止めてしまったら、
クラスの子どもの集中力は切れ、楽しさは半減
し、活動は途切れるだろう。しかしA男を無
理に部屋の外へ連れ出せば良いというわけでは
ない。A男も音楽が好きで、A男なりに育っ
ており、音楽を覚え、気に入っている曲をリク
エストしてくることもある。そこで保育者は、
活動中の雰囲気を変えないように、楽しそうに
踊りながらA男の視界を遮ったり、持ってい
たスカーフをＡ男の頭にかけるなどして、Ａ男
の興味をCDプレイヤーから逸らそうと工夫し
ていた。そしてその後もA男はCDプレイヤー
が気になり、何度も近づくが、保育者はそのた
びに丁寧に接していた。  
また、Ａ男が、他の子どもたちと行進をする
際に、いつまでも床に座っていたり、子どもた
ちと逆行して歩くなど、危険を伴う動きをした
時には、保育者はＡ男のそばに近寄るものの、
すぐには手を出さず、周りの子どもたちの動き
や、Ａ男自らが危険を察知して動くかどうか判
断をしながら待つ場面があった。そして、Ａ男
が自ら動くしぐさをした時には、迅速にそばを
離れ、できるだけ介入しないよう意識して見
守っている様子が見られた。
更に、主にA男を担当している保育者 bが、
泣いている B子の対応をしている時には、保
育者 aが担当をスムーズに入れ替わりA男の
対応をしていた。インクルーシブ教育の現場で
は、このような連携と、きめ細やかな支援が重
要であろう。
(3)　クラスの子どもたちの動きと様子に関す
る考察―インクルーシブ保育の視点から―
活動例 1『ぶんぶんぶーん』では、歌いながら、
音楽のリズムやニュアンスにしっかり合わせて
― 19 ―
スカーフを動かすことができていた。床に落ち
たスカーフを何かに見立てる際には、自分のス
カーフに注目し、講師が他の子どもたちに一人
ずつ意見を聞く場面では、多くの子どもが身を
乗り出し、発言している子どもの考えを共有し
ようとする積極的な姿が見られた。また、活動
例 2『なわとびであそぼう』では、盛り上がり
楽しみつつも、音楽を聴こうと集中する姿がほ
ぼ全員に見られた。
注目すべき点は、活動中にＡ男が他の子ども
たちと著しく違った行動をしていても、それに
影響される子どもがいなかったということであ
る。A男のいる環境に慣れているからという
理由の他に、“リトミック活動が楽しいから”
ということも挙げられるだろう。Ａ男がスカー
フを被って遊んでいて楽しそうに見えても、そ
れより、床に落ちたスカーフを見て想像を膨ら
ませることや、友だちの考え方に興味を持つこ
と、音楽をよく聴いて表現したり、リズムに合
わせて体を動かす方が楽しいと感じ、無意識下
で選択しているのである。常にこのように上手
くいくわけではなく、雨の日で子どもたちが何
となく発散したい気分の時や、疲れた時などは
集中できないこともあり、講師にも工夫が求め
られる。
また、Ａ男が、他の子どもたちと行進をする
際に、いつまでも床に座っていたり、子どもた
ちと逆行して歩くなど、危険を伴う動きをした
時には、子どもたちは上手に回避して動いてい
た。こういった点は、“共に育ちあう”一例で
あると言えるだろう。
更に、観察した活動中のＢ子のように、健常
児であっても場合によって支援を必要とするこ
とは、他の活動においても多いだろうと感じる。
　
５．まとめ
今回観察したリトミック活動の内容は、子ど
もたちそれぞれが思い思いに動き、その子なり
の満足感を得ることができ、個々に育つことが
できるものである。その点から、インクルーシ
ブ保育に適している内容であったと言えるだろ
う。リトミック活動の中でも全員で停止や静寂
を楽しむものや、子どもたちが想像の中に入り
込み集中して活動するものは、うまくいかない
こともある。クラスの子どもたちにとっては、
連帯感や達成感を経験することも必要であろ
う。この活動の時間中、A男が部屋を出るこ
とはなかったが、脱走する子どもや、機嫌の悪
い時に大声をあげたり暴力的になる子どももい
る。健常児にとって、障がいを持つ子どもと過
ごすことは、多くのことを学ぶ機会でもあるが、
やはり、より充実したインクルーシブ保育を実
現するためには、我々の多様な工夫を必要とす
る。
今回のように焦点を絞って観察を行なうこと
で、より詳細な部分が見えてきた。Ａ男が座り
込んでスカーフで一人遊びをしていても、行進
風の明るく拍感のはっきりとした音楽の時に、
すくっと立ち上がり音楽に合わせて歩き出すこ
とが何度か見受けられたことから、周囲と違っ
た行動をしていても音楽を聴いているというこ
と、周囲の雰囲気を感じ、どのように動くべき
か見ているということなど、多くのことがわ
かった。また、そのような行動が多く見られた
のは、行進風の曲が流れた時であることから、
音楽の本質的な力を感じていたのだろうと思わ
れる。
保育者においては、視野を広く持ち、お互い
に連携を取り合いながら、丁寧に保育をしてい
る様子が見られた。また、Ａ男やクラスの子ど
もたちに対して、援助をするだけでなく、意図
を持って見守る様子が印象的であった。
今回のような活動事例から、インクルーシブ
保育におけるリトミック活動の効果的な側面を
垣間見ることができたのではないかと考える。
今後も、音楽の持つ力を生かしながら、多様で
柔軟な対応ができるリトミック活動を模索して
いきたい。
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